
登録再生利用事業者 [全事業共通項目] 業界自主基準 現地確認チェックシート                                         一般社団法人 全国食品リサイクル連合会 

調査年月日には実際に調査した日付を記入すること 

調査対象欄には 調査対象の会社名を記入すること 

調査者には、審査人の名前を記入すること 

実施確認の結果評価については、不適合が出た場合、適合するまで是正すること 

 

 

 

☑実施 （実施していることを確認） ☑対象外（対象としない項目を確認）☑今後検討（次の更新審査までに取り組む） 

４．排出事業者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

契約前、随時、要望の都度施設見学会を実施 ☑ □ □ 報告書 事前打合せは必須、工場視察も随時対応 

イベントの開催（食育ツアー・農業体験等） □ □ ☑  農地を借りて、県、協議会、グループと連携してパイロット農園を 7

月よりスタートした。 

廃棄証明証の提出 ☑ □ □  マニフェスト伝票 

法令の相談にのっている ☑ □ □  処理方法の問い合わせなど 

付加価値商品の紹介（消臭剤他） □ □  ☑   

排出事業者に出向いて分別教育 ☑ □ □ 食品廃棄物とプラスチックの分別方法 「また会おうパンフレット」を追加で作成した。 

メール配信により情報提供（メディア掲載情報

等） 

 □ ☑ □   

生産者へのヒアリング結果を報告 □ ☑ □   

インターネットによる情報公開（見える化） ☑ □ □ 自社ホームページにて公表、時事的な点は SNSの運用 ホームページにて、１か月に１回以上は発信し、Xとインスタは毎週

更新。 

５．農林漁業者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

試験機関等のデーター公開（成分・分析） ☑ □ □ 成分分析表 HPで公開すると共に堆肥を購入した農家さんに手渡している。（農家

さん側が、安心食材の認定を受ける際、肥料の成分分析書を提出して

いる。） 

リサイクル製品の率先購入や斡旋・販売支援 ☑ □ □ 食品リサイクルループ 水稲農家にて「アイル米」の販売（アイル米はグループ会社内のみ販

売、埼玉県内のコープみらいにて「彩のきずなエコ循環米」販売） 

生産者以外の卸売業者、小売業者との意見交換 □ ☑ □   

リサイクルループの奨励活動（地域マッチング支

援） 

☑ □ □ 食品リサイクルループ 新規案件の打ち合わせの際にリサイクルループの提案 

国や地方自治体における補助金等の情報提供（生

産者経営基盤強化・コスト低減） 

□ ☑ □   

生産者の活動をＰＲ支援 ☑ □ □ お米の販売申込書 水稲農家のお米をグループ内で宣伝し、販売している。 

調査年月日 調査対象 調査者 区分 確認者 

2024 年 8 月

1 日 

会社名 株式会社アイル・クリー

ンテック 

 

所属 全食リ連 

担当者名 松岡力雄 

更新審査 藤生光博 

実施確認の 

結果評価 

評価  合格・不合格 
 



生産者の負荷業務支援（労働支援・改善策支援） ☑ □ □ 堆肥散布車、堆肥の配達 定期訪問及び堆肥散布 

 

６．一般消費者との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

情報公開 

ＰＲ等 

地元行政や関係団体・消費者現場との連携 □ ☑ □  

 

 

口コミ活動（宅配カタログ配布支援等） □ ☑ □   

イベントの開催及び支援（見学試食会の開催等） ☑ □ □ 埼玉県環境学習応援隊 埼玉県全域に出張出前授業の登録及び実施、環境フェスなどのイベン

トへの参加（大隅さんと社員）多い時には年 10回 

テレビ・新聞・雑誌への広報活動 ☑ □ □   

フード・アクションアワードへの参加 □ ☑ □   

７．周辺住民との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

周辺住民の行事に積極参加（交流） ☑ □ □ 駅伝大会 まつり等 コロナ関係で、行事は自粛していたが令和 4年より再開、自治会への

協賛金 

住民説明会の実施（定期・随時） ☑ □ □ 協議会運営協定書 地域住民の監視団の月ごとの視察対応 

イベントの開催または支援 ☑ □ □   

苦情受付の受付と対応 ☑ □ □ 苦情受付台帳 状況と対応を記録。 

学校給食３Ｒ推進（市の教育委員会や環境行政と

連携） 

☑ □ □ 学校への堆肥販売 学校給食の処理受入、堆肥販売 9件、埼玉県（越谷市・狭山市・鶴ヶ

島市・鴻巣市・寄居町・東京都（昭島市・青梅市・国立市・群馬県（高

崎市） 

８．国や地方自治体との関係づくり 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 メモ 

報告 

連絡 

相談 

提案等 

関係行政への定期訪問・担当者との継続意見交換 ☑ □ □ 埼玉県庁 寄居町エコタウン課 必要の都度訪問・北部環境管理事務所（熊谷市） 

国や地方自治体の施策の把握や情報収集 ☑ □ □ 全食リ連の Zoom理事会 全清連からの情報等 環境省・農林水産省等の最新情報を入手 

国や地方自治体からの講師依頼を積極受託 □ □ ☑   

国や地方自治体からの専門委員委嘱 □ □ ☑   

国や地方自治体からの表彰授与 ☑ □ □ 埼玉県 彩の国環境大賞優秀賞（令和３年）埼玉県・農のエコロジーアワード

（令和 5年度）  

国や地方自治体の施設見学の積極的受け入れ ☑ □ □ 視察依頼書 依頼があればその都度対応 

国や地方自治体開催研修会への積極的参加 ☑ □ □ 許可講習会 産廃実務者研修会   

９．再生利用品の品質向上 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 コメント 

積極的取

組姿勢 

第三者機関の品質保証制度取得の検討（ＦＲ認

証・エコフィード認証制度） 

☑ □ □ 日本土壌協会（FR認証） 

 

アドニス、めばえ、みのり、穂のか、あまめ  

都道府県の再生利用製品認定制度取得の検討 ☑ □ □ 彩の国リサイクル製品認定証 アドニス、めばえ、みのり、穂のか あまめ 5品目（あまめが追加） 



大学など地元研究機関や試験場と連携した高品

質化・安全性評価の向上 

☑ □ □ 月 2回、堆肥の品質改善会議実施 日本ゼウス工業株式会社 

 
地元農家からの利用評価（ヒヤリングと改善） ☑ □ □ 配達の時に情報交換 簡易土壌診断 土壌サンプルを受け取り、硝酸態窒素と PHを測定するサービスを始

めた。 

 

 

１０．人材育成（役員、社員教育） 実施 対象

外 

今後

検討 

関係書類 

 

コメント 

研修会等

への積極

参加 

行政や関係機関、業界団体主催の研修会等に参加

しているか？終了証書の確認 

☑ □ □ （一社）埼玉県産業環境振興協会 各種講習会に参加 

外部機関

の活用 

外部専門機関から講師を招き、専門テーマごと勉

強会を実施している。 

☑ □ □ 上記堆肥品質改善会議の実施 日本ゼウス工業㈱ 

資格検定

の習得（業

務に必要

な資格等

の確認） 

関係資格の積極的取得（プロ意識の向上） 

土壌医検定等他 

☑ □ □ 資格者一覧表あり 

 

土壌医検定 3級 2名、フォークリフト 10名、小型車両系建設機械 10

名、ショベルローダー4名、アーク溶接 1名、玉掛 3名、クレーン 3

名、高所作業者 1名、酸欠・硫化水素 4名、中、大型運転免許 6名、

ダイフク講習（スタッカークレーン）9名有機性廃棄物資源化施設技術

管理者 4名、他（令和 6年 6月現在） 

ＦＡＭＩ

Ｃ研修 

農林水産消費安全技術センター主催の研修会等

に参加しているか？終了証書の確認 

□ ☑ □   

高齢者雇

用推進 

全食リ連（令和 4年版）高齢者雇用ガイドライン

を活用しているか？ 

□ □ ☑ 雇用実績はない  

 

特記事項 

① 農地を借りて、県、協議会、グループと連携してパイロット農園を 7月よりスタートした。 

② 「また会おうパンフレット」を追加で作成した。 

③ ホームページにて、１か月に１回以上は発信し、Xとインスタは毎週更新。 

④ 埼玉県全域に出張出前授業の登録及び実施、環境フェスなどのイベントへの参加（大隅さんと社員）多い時には年 10回 

⑤ 学校給食の処理受入、埼玉県内 5市町村（越谷市・狭山市・鶴ヶ島市・鴻巣市・寄居町）東京都 3市町村（昭島市・青梅市・国立市）群馬県 1市町村（高崎市）そのうち堆肥販売 3市町村 

⑥ （一財）日本土壌協会アドニス、めばえ、みのり、穂のか あまめ 5品目を取得 都道府県再生利用製品認定制度「彩の国リサイクル製品」に（あまめが追加）5品目 

⑦ 外部機関の活用では、日本ゼウス工業㈱と堆肥品質改善会議の実施 

⑧ 令和 6 年 8 月現在の地域相場については、1kg あたり、さいたま市 24 円、深谷市 18 円、川越市 22 円、坂戸市 24 円、熊谷市 18 円。東京都・三多摩地区、青梅市 30 円、府中市 42 円、日野市 42 円。周辺

民間焼却施設については、1kgあたり 25円～30円が相場である。5年前と比較して、変更があった自治体は、さいたま市（17円→24円）、坂戸市（23円→24円）府中市は直接持ち込み不可（少数なら指定

袋で行政回収）、袋単価 45リットル入り 250円 

⑨ 資格取得については、土壌医検定 3級 2名、フォークリフト 10名、小型車両系建設機械 10名、ショベルローダー4名、アーク溶接 1名、玉掛 3名、クレーン 3名、高所作業車 1名、酸欠・硫化水素 4名、

中、大型運転免許 6名、ダイフク講習（スタッカークレーン）9名、有機性廃棄物資源化施設技術管理者 4名、他（令和 6年 6月現在） 



 

 

総評  

① ５年前の新規審査時と比較して、非常に沢山の試みにチャレンジしている。 

② 特に力を入れているのが、敷地内に社屋を新しく建築、研修室を設け、施設見学者に対して会社の取組など説明できる環境を新たに構築した。 

③ その結果、広報物資料も新たに作成し、ＨＰにも公開。更なる情報発信力を高めるため、従事者による Xとインスタは毎週更新している。今後の新たな人材育成や確保にも力を入れている。 

④ ５年前の新規審査において、審査人より改善提案を受けた「各部門長との連携強化」については、小島工場長を中心に岩井副工場長と連携を密にしつつ業務を引き継ぎ、書類作成管理に精通している大隅マネー

ジャーと、農家折衝を行っている山口マネージャーが、以前より密にコミュニケーションが図られており、相互に情報を共有している姿勢が現地審査により見て取れた。 

 

（次回、５年後の更新審査に向けての目標について） 

① 土壌検定は毎年チャレンジしているが、合格者は 2 名のまま。不合格者は、その悔しさから、その後、自ら自発的に自費で何度もチャレンジをしている姿勢は高評価に値する。現場作業と座学の両立継続は大変

であるが是非とも合格していただきたい。その頑張りは、他の優良認定事業者にも伝搬していくことが予測される。 

② 施設の老朽化により、敷地内に新たな新規設備の導入を検討中であり、現在、新規設備の計画を進めている。５年後には無事、改良型の新規設備の竣工に期待したい。 

    

① 現地審査を受ける、藤生社長、           ②工場外観とダンプに投入される肥料。   ③新たに開発されたペレット堆肥めばえ           ④敷地内に新たに建設された新家屋 

担当者 小島 克己工場長 大隅紀章マネージャー 


